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１．はじめに
本報告は、Intercultural Language Teaching and Learning（以下「ILTL」）、Professional













〔キーワード〕現職日本語教師研修、Intercultural Language Teaching and Learning（ILTL）、
Professional Standards、プロジェクトワーク、デザイン実験アプローチ
〔要旨〕
本報告はIntercultural Language Teaching and Learning（ILTL）、Professional standards for accom-




















２．１ Australian Language Levels Guidelines（ALLガイドライン）
「Australian Language Levels Guidelines」（以下「ALLガイドライン」）とは１９８７年に発表
されたオーストラリア「全土」の「全部の外国語教育」の「初等から中等（ハイスクール）ま
での」指針、あるいは枠組みである。ここでは、言語教育とは「communication（コミュニケー











２．２ Intercultural Language Teaching and Learning（ILTL）
ILTLとは南オーストラリア大学言語文化教育研究センター（４）が中心となって開発、提唱し
ている言語文化教育へのアプローチの総称である。この考え方は２００５年に政府が発表した「Na-
tional Statement for Languages Education in Australian Schools: National Plan for Lan-
guages Education in Australian Schools２００５―２００８」で国の方針として採用された。またこの
考え方を普及させる目的で２００４―２００５には「Asian Languages Professional Learning Project































教師スタンダードは「education theory and practice（教育理論と実践）」「language and cul-
ture（言語と文化）」「language pedagogy（言語教授法）」「ethics and responsibility（倫理と責
任）」「professional relationships（プロフェッショナルとしての関わり方）」「awareness of wider
context（より広い状況への意識）」「advocacy（唱道）」「Personal characteristics（個人特性）」
の８項目から構成されている。それぞれの項目で、教師が気をつけること、心がけることが記
されており、またそれに対応した形で「内省のための質問（Suggested questions for reflec-
tion）」というものも記されている。この質問に答えることで教師は自分に足りない部分はど
こかを知ることができるという仕組みになっている。
























Using the Standards in Professional Learning（教師としての成長における「ス
タンダード」の使用）
Module２ Getting to know the Standards （「スタンダード」を知る）
B
Module３ Learning, learners and their life worlds（学習者とその生活世界を知る）
Module４ Identifying language specific needs（言語特定のニーズを明らかにする）
Module５ Resources for language learning（言語学習のためのリソース）
Module６ Language learning and language awareness（言語学習と言語への気づき）
Module７
Teacher talk and classroom interaction（ティーチャートークとクラスルームイ
ンターアクション）
Module８ Assessing language learning（言語学習の評価）
Module９
Developing relationships and wider connections（関係作りとより広いつながり
作り）
Module１０

























レベル３ 行動変容 研修後の職務上の行動の変化 フォローアップアンケート




















































































































































































































































































compairing（比較） ○ compairing（比較） ○
reflecting （内省／熟考） ○ reflecting （内省／熟考） ○





compairing（比較） ○ compairing（比較） △
reflecting （内省／熟考） ○ reflecting （内省／熟考） △












compairing（比較） ○ compairing（比較） ○
reflecting （内省／熟考） ○ reflecting （内省／熟考） △





compairing（比較） ○ compairing（比較） ○
reflecting （内省／熟考） △ reflecting （内省／熟考） ○













compairing（比較） △ compairing（比較） ○
reflecting （内省／熟考） ○ reflecting （内省／熟考） ○
interacting（相互交流） △ interacting（相互交流） ×
８


























































研修生２ ４．とても役に立った ４．とても変わった はい
研修生３ ４．とても役に立った ３．少し変わった はい
研修生１０ ３．役に立った ２．いいえ、変わらなかった いいえ
研修生１１ ３．役に立った ３．少し変わった はい
研修生１３ ４．とても役に立った ４．とても変わった はい




































































（８）このようなプロフェッショナル・スタンダードの開発は、アメリカ（National Board for Professional
Teaching Standards）、イギリス（The Framework of Professional Standards for Teachers in England）、
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